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夢で朴彭年とともに、ある山の下へ着くと、目の前に岩峰が聳え、谷は深く山は険峻である。数十株の桃の木があり、小径を森まで進むと二又に道が分かれ、どちらの道へ行くか分からず留まっていた ころに山冠野服姿の人物に出会い 彼は丁寧に挨拶した。言われた通りに桃源へ至る谷を目指し朴彭年とともに馬に乗った。奇岩絶壁と谷川のうねる道をまわり 道は限りなく曲がりくねり迷 そうである。谷へ入ると洞天となり、二〜三里ほど 広さで、四方は山 囲ま ていた。桃林は霞に映え、竹林、茅葺きの家屋があり、小川には舟一隻が漂う。人気のない寂寥 したありさまは神仙の家のようで、きっとここ 桃源洞である。後方には申叔舟 崔恒がおり、ともに坂道を下り 周りの景観を存分に楽しんだところで、眠り ら覚めた。　「夢遊桃源記」は陶淵明『桃花源記』を典拠とする。原典と大きく異なるのは、秦時代に世の混乱を避け、武陵 花源の洞窟内 いう別世界で自足的な小共同体生活を享受する 反文明的な理想郷といった叙事性は排除し、秘められた仙境である桃源郷を苦労の末に探し当て、遊覧を楽しんだ内容にのみ言及さ ている点である。桃源の夢 叙述 続い 安平大君は、山奥 陶淵明を想起 せる「山冠野服」姿の陰士の助けを借り、武陵地方の漁夫が足を踏み入れて以来、千年もの いだ未踏 地であ た「桃源洞」を夢遊したことについて、奥深い別天地の幽寂さと山水自然に対する日頃の渇望 感応し合い、 夢に現れたと考えた。 目が覚めているときと 因果 契機 より、夢を見るに至ったという観点で所感を披瀝したのである。　そして不思議な夢に現れた桃源洞とそこに至るまでの景観を安堅に描かせ
たことを記し、 「古くより伝えられてき 桃源がこの様であったかは知る術


















もないが、 後世、 この絵を観る者が昔の絵を手に入れ、 私の夢と比較したら、必ず何か述べるだろう」と結んでいる。まるで夢に現れた霊験あらたかな仏菩薩をありのままに写したこ を伝えるように、夢における桃源の情景を再現したこの「新図」は「古図」とは異なり、神妙な霊験 より描かれた新古典となること 暗示したのではないか。夢を見た三年後の正月のあ 夜、この絵を再び広げ、千年前 「桃花源記 以来、初めて訪れた自身の桃源夢に対する自負心とともに、 ありと描き出された「夢桃源図」が千年越しに代々伝えられ、 「擬」 「古」 、すなわち新古典 なることを望んで詠じた跋文からも推測 ことができる。　
安堅は、 安平大君の夢の内容と趣旨を聞き、 崔恒が賛詩で言及したように、


















































































「指差して一つ一つ説明した通りに、風景がそのまま絹の画面に生きている」と評した。崔恒も、 「顧愷之」のような名画家・安堅が「目の前に見えるかのように描き し、景色 中を逍遙しているよう」であり、 指で差すにしたがい、夢 合わせて景観も変化する詩画はともに神妙 、心にさ















































出し」 、士大夫の教学目標である心性を養成し成長を陶冶する媒体であるという認識を持ち、古典として膾炙してきた「武陵桃源が衰落 再度新 い夢にしたがって描かれた新図」という面から意味付けを行なった。安平大君が跋文で示したように、既存 古典である武陵桃源に代わる、新古典の誕生と顕示を宣揚 ようとしたと考えられる。崔脩が、安堅 名画家 嚆矢で
ある顧愷之より優れ、桃源郷の絵は文人画の始祖・王維「輞川図」よりも秀でてい と称揚したのも 新古典 開祖として 意義を強調しようとしたのではないか。　
桃源夢の絵と跋文の内容や表現を称えるために、序文に続いて二十編の題



















た『夢遊桃源図巻軸』は『夢桃源図詩軸』または『夢桃源図詩巻』 称され、全二〇メートルに至る長い「大軸」に表装 が、装幀の具体的な時期は詳らかではない。巻軸の題目に続き、青地の絹本に朱字で序詩 よう書かれた安平大君の題詩が、夢を見た三年後 正月 ある日の夜に作られたため、この時期に表装されたと見ることもできる。しかし題詠者 中 工曹判書と京畿監司を務め 李迹
（一三七〇以降〜一四五〇以降）
は、一四三八年


























で李迹の義兄、金訓の息子、つまり彼の甥であっ 。改めて後述する 、信眉が制作した詩画巻に安堅が仏画を描き入れたこともある。したがって『夢遊桃源図巻軸』 「大軸」 初めて表装された は、安平大君がこれを見た三年後である一四五〇年初の閏一月頃、安平大君の題詩と に李迹の題詠が作られた直後の頃と推定される。それは母・昭憲王后 三年の喪が明けた最初の年であり、父・世宗が崩御す 一ヶ 前でもあった。　
このとき制作されたと推測される最初の巻軸は、どのような順序で表装さ











































花数十株は緑頭点を打って描き、山間でくぼんだ谷間の、左側の丘陵の上下に配した。谷間を水がうっすら流れる 里 として表現した は、原典で武陵地方の漁夫が川 上流で道に迷い 桃花 森が終わる辺りで桃源へと通じる山がふと現れたという導入部と、状況のイメージを重畳させ、夢で訪れたところは千年も 間、秘められた武陵 であったこと 暗示するためと見られる。　
安平大君が馬で到達した桃花の森のはずれにある寂しい小径は、渓流が終
わる画面左下に配されている。そ 上方に平遠景の遠 が高く遠く連なる。容易には近づけない右側の、高く奇怪な山峰 様相とは異なり、野山で形容し、武陵の漁夫と安平大君が道に迷い、行く道が分か ずに まよった人間界の世俗景を表し、世界の外 の仙界に侵入する幻想的な仙境との対比効果を示している。こう た山容 対照的な構成は 神仙の棲息処であった古代の山岳門から始まる土山と 岩山での対比イメージの連想もさせるが、縦軸型の掛幅の山水画によく見られる、険峻な主峰とシルエット風 遠山と 遠
挿図 （　安堅「夢遊桃源図」　部分　天理大学附属天理図書館蔵
























される下部の絶壁から始まる くねくね 曲がる狭い山道を右へ左へ登ってゆくと、もくもくと積雲が沸き昇るような山が幾重 も聳えており、 「怪獣の手」 の形をした奇異な山頂の下に、 まるい穴 見え
（挿図
（）。申叔舟が 「龍
蛇窟」と称した 山中のこの小さな洞窟は斜めに傾き 怪峰右下の麓に出ると、かすかに山道は再び現れるが、 と絶壁に遮られて再び消 。道に迷うように人を惑わし、百曲がりであったという跋文の内容により、倒れ落ちそうな奇怪な岩山 山裾を断ち切るように続き、くねくねと曲がりくねる形態で表現したのである。近寄りがたい険しいイメージと、 か遠 の仙界へ向かう神異 動線として 機能 融合させた、緻密な構想 絶妙な構成である。　
仙界に入る「雲門」のような怪峰の右下で霧の立ち込める山道は、向かい
側の突起した巨大な岩塊を支える絶壁右 腹 うね ようにして再び現れる。こ 「羊腸」のような細い山道を左側へ下りると、 右側には瀑布が見えその下の「森が終わ 」谷に入ると、向こう側には開けて恍惚とし 桃源洞が広がる
（挿図
（）。桃源洞の谷は明るく開けた「洞中曠豁」の空間に造る
ために、鳥が飛び、上空から斜めに見下ろすような鳥瞰法で表現 てい 。俯瞰視で捉えた導入部と、中間部の谷から上昇 る斜 上に配すことで、夢遊者や題詠者のように神仙 なり仙界を浮遊する印象を与えてい 二〜三里ほどの広さの桃源の平広さと 「上征」 「登僊郷」 「登天」 「躋攀」 「縹渺」
挿図 （　安堅「夢遊桃源図」　部分　天理大学附属天理図書館蔵　






「雲深洞壑」の絶景らしく雲霞が立ち込め、右斜面上の茅葺きの家屋に向かって遠近感と奥行感を出して展開されている。跋文の内容通り、半分ほど開かれた門と踏み石のある家屋の背後に竹林が見える。質素な草屋の情景について、朴堧は、伏羲氏と皇帝のいた上古時代の、清澄な質朴さを連想させると述べた。その前へ、最初 訪問者であった武陵 漁夫を象徴する、ひっそり寂しく浮かぶ無人の渡し船が、千年 静寂を物語ってくれ ようである。核心の景観である桃源洞を視覚的に拡大し、そこに鹿角風 雑樹法で描かれた、大小遠近に散在する桃林と茅葺きの家屋、竹林、渡し船等を具体的にき入れることで、桃源の存在感をより確固 感じさせている。　
さらに、精巧な筆致で細密に描かれた見事な風景は「四山壁立」 、すなわ
ち四方を壁立す 山々に取り囲まれている。洞窟内 秘められた仙境であることを暗示するために、桃林の上に糸切り歯型をした大 な奇岩 鍾乳石を、上空から吊るされ 状態に描き入れた。李玄老 上に開かれているが空ではない」と述べている。この「洞窟の中の桃源
（洞中桃源）
」について






































































手した李伯胤の古画を鑑定しながら、 「安堅は遠く離れ 時代の画家でもなく、彼の真跡はかなり多く目に てきた
（中略）
安堅の画中に現れる木や岩
































り、右半部を近景として強調し、左半部を遠景に処理する縦軸型の構図をとり、 「夢遊桃源図」 見られ 視点の激的な変化やコントラストによる雄渾な味わいは落ちる。 「夢遊桃源図」は平遠・高遠・深遠と う三遠法の複合的な視点による構成の効果を積極的に活用し、かつ中間部の山岳群を見下ろす渓流位置から仰ぎ見るという「仰観府察」の易象
挿図 （　（伝）趙伯駒「江山秋色図」　部分　北京・故宮博物院蔵
挿図 （　李升「説法山水図」　元　（（ 世紀　アメリカ・クリーブランド美術館蔵

















































遣いも、両 に大きな違いはなく、前者で左方の山峰上 加えられた短い垂直線の細形針樹もまた、後者の主峰右側 それと類似する。山と岩 輪郭表現に使われた二重筆線や重線も、郭熙の山水画法に連なる。そして桃源入口の岩山の 「境界が明らかになるよう明暗が駆使」 さ た表面処理は、 「早春図」の画風と最も近似し 様相を見せる。　
しかし両者で異なる点は、 「早春図」では、よじれて凹凸のある山容が全









化を惹起しているのに対し、 後者の場合、 光と大気を反映する墨調を駆使し、立体感 増した塊の細部として存在しているのである。自然におけ モチーフの量感を写実的に造りあげる墨調の濃淡駆使も「早春図」の方がより細密であり、くぼみや膨らみなど表面の凹凸 陰影も明瞭に処理し、立体感を出している。対する「夢遊桃源図」は、モチーフ内部を墨の濃淡でシルエット風に
渲
染し、全体的に薄く平べったい印象を与えている。 「夢遊桃源図」の

























挿図 （0　郭熙「早春図」　部分　（0（（ 年　台北・國立故宮博物院蔵 挿図 （　安堅「夢遊桃源図」　部分　天理大学附属天理図書館
蔵











































黒く塗られた小さな木板上に金色で描かれた部分に 太祖王建が眷属たちを連れて現身し 曇無竭菩薩に対してひれ伏して礼拝する場面とともに、正陽寺後方の山と推定される金剛山の細く尖った岩峰が配されており、 「夢遊桃源図」の尖峰は彫刻刀の うに鋭い形態で、放光台の左方に連立する金剛山の岩峰の様態と類似してい 。金剛山図は、高麗時代末期から仏教聖地の









































。 しかし、 既存の山水画では前例を見出しがたい、 洞窟内の 「洞中」










窟のイメージに着眼した可能性が推測される。前述したが、安堅は、 教を愛好した安平大君が宮中に仏堂を営建する際、仏画を描く「丹雘之事」にも参与しており、また、安平大君の最側 で金守温の兄 僧侶・信眉の詩画巻には釈迦と阿弥陀等を描いたことがあり、仏画 描法 ついて 造形的・技術的 知識を持ち、桃源夢の具現に活用したと考えられる。　
このように「夢遊桃源図」の画風は、北宋代の李成や郭熙の様式をもとに
折衷化・形式化させた元代の李郭派および前浙派をはじめ これを受容し発展させた仏画を含めた高麗時 末期絵画の伝統的な脈絡 中で 安堅は融合
と再創造を試みたのである。新興士大夫を中心に、卧遊物としての山水画の理念 美学が台頭し 高麗時代末期から朝鮮王朝時代初期の画壇で、安堅は古典の融合と再創造を通じて、朝鮮式の仙境を再現した。同時に新しい朝鮮風の 山水画を確立して開祖となり、 「夢遊桃源図」の審美主体であった安平大君の希望通り、 仁祖代の文臣・李植
（一五八四〜一六四七）
が 「安可度輩」
と称したように、安堅 派は長く影響を及ぼすこととなる。しか 、安平大君は一四五〇年正月に本図を び広げ、 「世間何処夢桃源」で始まる題詩を新たに詠んだ八ヶ月後 九月、自宅付近の白岳山
（北岳山）
西北の渓谷で、






























































術史学研究』 二四六・二四七号 （二〇 五年九月） 一〇七〜一〇九頁、 尹根寿 『月汀集』


















巻五「安平硯記」 、申欽『象村集』 「象村雑録」 、張維『谿谷集』巻三「書匪懈堂墨
 




























逸品） 」に「夢遊桃源図が年前に国宝に指定されることになった」と記しており、 「年前」がすなわち 数年前」の意であるならば、 四年前の一 三 年に指定された「重要美術品」を国宝と錯覚したも と考えられ 。
（
（）　
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